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木材組織中への液体の流動浸透 (丘ow-penetration)-初期浸透 (initialpenetration)-に

おいてほ細胞相互間に存する膜孔が院路をなし,液体の浸透はその膜孔膜に存する孔隙 ･開口

の大きさいかんにかかっている｡

針葉樹材に液体が浸透する場合には構成要素の大部分を占める仮道管相互間に存する有縁膜

孔の構造が問題であるO

筆者 (1961)15)はさきに木材への液体浸透機構を組織 ･構造の面から解釈し総説を試みたが,

それから数年を経過した今日,この分野に関する知見はかなり増加している｡ことに有縁膜孔

の構造については多くの電子顕微鏡的知見が従来の概念に対して相当の修正を促しているよう

に思えるので,自己の実証的知見はまったく持ちあわせないにかかわらず,この分野の近年の

動向をまとめてみたい｡

有線膜孔対の構造 (Structureofborderedpitpair)

ちかごろ有縁膜孔が単膜孔 (Simplep̀it)に代って膜孔型の始原的なものと考えられるよう

Fig.A,ら BorderedpitpalrS.
ML:middlelamella
P:prlmaryWall
Sl:Outerlayer
S2:fniddlelayer
S3:lnnerlayer

ofsecondarywall

T :torus PM :pitmembra‡一e

になりつつあるのは系統発生的にも当然のことかも

知れないが,とにかく膜孔の構造は有縁膜孔におい

てもっとも複雑である｡

針葉樹有縁膜孔対の典型としてWARDROP(1963)19)

が提示している断面図 (Fig.A)は注目に値するO

これはもと FREI,PRESTON andRILEY (1953)3)

によったもののようであるが,図中黒 く塗られた層

-ぺつに名称は与えられていない-が新たに加わっ

ているのと, トールスの部分に細胞間層 すなわち

middlelamellaが消失している点に注目すべきで

あろう｡

これとは別にオランダのJuTTEandSl,汁(1963)14)

は Paranapine(Araucariaangustifolia0.KTZE)

や Europeanspruce(PiceaalbaKARST.)の電療

的知見に示唆を受けて図 (Fig.B)のような断面を

提示している｡ただし供試材が乾燥材のみであり,

さらに精査を要するとことわって,この図も仮定的

構造を示したものである旨が付記されている｡

これは二次膜外層 (Sl)- 黒 く塗られている部
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分- をむしろ明瞭に認めた結果のものであって,もし Fig∴A 車の黒色帯が Fig.Bのよう

に二次膜中層 (S2)および内層､(S3)から成つでいるごとが立証されれば,同園は全ぐ一致す

ることになる｡

膜孔膜の組織 (Textureofpitmembrane)

FREY-WYssLINGundBossf王ARD4) は Fichte(PiqeaabiesKARST.)や Tanne(Abiesqlba

MILLER)の幼魚に電顕的にも孔隙を有しない膜孔膜を発見.し, JAYMEpndーHUNGERIO)はパ

ルプ繊維中にわずかにあらい一次膜的組織をもった膜孔膜を見出しているが, その後 JAYME

らll)19)13)が Kiefer(PinussilyesirisL.)や Fichteについで研究を重ねた結果 では,-.坐

成当初の膜孔膜はゆるい一次膜的組織をもっておりL,仮道管から水が遠くにあたって膜孔膜は

その方向に引きつけられる｡と同時に一次膜を構成していろミクロフィブリル¢ゆるい組織が

中央に絞られる結果,その部分にミクロフィブT)ルが同心円的に平行配置した肥厚部分すなわ

ちトールスが形成される｡一方 トールスのまわりの多数のミクロフィブリルは∵部破断され,

残?たものが放射状集束 ミクロフィブリルを形成する｡

ルによって保持されている｡要するにこれらは2次的にあらわれた構造である｡ -

さらに一旦完全に吸着閉鎖した膜孔膜も水の流れの逆転にあえば開放するが,こ､れら･の構造

は再び元には戻らない,との見解に達している13)16)0

CcIT丘1)2)もこれらト-ルスを有する膜孔膜の超薄切片による断面電顕写真から, 膜孔膜は

ト-ルスから膜孔隆 (pitcavity)の周縁へ放射状にのびているセルロース集束 ミクロフィブ

リルの網状膜であり,ミクロフィブリル問に存する孔隙の大きさは1樹種についてみてもかな

りの偏差があって･数 ミクロンないし数オングストI｡∵ム程度のものであるとなし･ ト｢ルス

ほ膜孔膜の中央に位する肥厚した円盤で普通は孔隙を有しないと記している｡ ′

膜孔の閉鎖 (Pitclosure)

GRIFFIN6)7) 以来,いわゆる膜孔の吸着閉鎖が浸透を支配する因子の1つであることは認め

られているが,近年の研究では吸着膜孔対 (aspiratedbitpair)でも必ずしも完全に液体の

流通透過を阻止しうるものではないという実証が目立つ｡

たとえば WARDROPandDAVIES(1961)18)は PimisradiataD.DoN材に CoppICKand

Fow･LER試薬を加圧注入したものの電顕的観察かも,膜孔が完全に吸着されていてもある程

度それを透過しうる物質のあることを認めているし,CoT良一andKRAⅠiMER (1962)2)も east-

ernwhitepine(PinusstorobusL.)材に Indianinkを注入して, その濃度が高い場合閉

鎖膜孔対を透過することが あ√る事実を電顕的に認めて'いる｡一さらに KRAHMERalndCoTE

(1963)16'は Douglas-fir(Pseudotsugamenziesii(MIRB.)FRANCO)材の超薄切片による鮮

かな完全閉鎖膜孔対の断面像と同じく膜孔縁 (pitborder)の内面にいぼ状突起 (warトlike

projection)を有する westen hemlock (Tsugaheterophylla(RAF.)SARG.)材の閉鎖膜孔

対の断面像を提示しているが,そのいずれの場合にも完全に液体の透過を妨げうろとはいえな

いとみている｡
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膜孔膜の被覆 (Incrustationonpitmembrane)

膜孔膜に対するある種の物質 の沈着 被覆についての電顕的知見 には FREY-WYssLING,

BossHARD,andMtifILETHALER5),CcITEl),JAYMEund FENGEL12),STEMSRUD17)などのもの

があるが, この被覆物質も浸透の阻止に大きい役割を演ずることは十分考えられる17)｡ 原田

ら8)9) が有縁膜孔あるいは半縁膜孔の膜孔膜にはそのミクロフィブリルが tt介在物によって強

く包埋されている''ことがあるという表現をなしているのがこれである｡

マツ材の放射柔細胞に存する窓状膜孔膜 (window-likepitmembrane)は十分の厚みを有

し孔隙がない2)にかかわらず案外容易に液体の浸透を許すのは多分拡散 (diffusion)によるも

のであろう16㌦ 前記 W ARDROP and DAVfES18) も CoppICK and FowLER 試薬を Pinus

radiaia材へ加圧注入した際にこれを認めており, この材の放射組織中では放射仮道管よりも

放射柔細胞を通って液体がよく浸透し,放射柔細胞から垂直仮道管の方へも液体が比較的よく

透過するのは全 くこの窓状半縁膜孔対の存在するためであることを認めている｡

ところで上記の被覆物質については今までのところ余り明らかにされていないが,KRAHMER

andCoTE16)の見解では,この物質は心材の細胞膜中あるいは細胞間腔中に存する沈着物質同

様 リグニソ状物質 (ligno-complexsubstance)であって,木化 ･心材化とこの被覆現象とは

密接な関係にあるが,ただ心材における膜孔膜の被覆物質は単なる心材抽出物とは異なって熱

水や有機溶媒では除去出来ない,という｡
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